
少子高齢・人口減少社会における
社会福祉法人の事業展開と経営強化

～地域の福祉を守り抜くために～
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資料７
「2040年に向けたサービス提供体制
等のあり方」 検討会（第７回）

令和７年５月30日



■経営課題 － 「ソーシャルワーク機能の強化」と、
それを支える多角化・多機能化・効率化等による「経営基盤の強化」

地域 ー セーフティネットの役割を担い続けるために、地域共生社会の実現のために

ソーシャルワーク機能の強化
「問題解決型」のさらなる実践、深化 ・ 「問題解決型」から「幸福追求型」へ ・ さらに行政が担う分野への参入

経営基盤の強化

多角化・多機能化（属性や世代を問わない包括的支援）

早期発見（経営課題への気づき）・効率化

連携・協働

事業譲渡・合併

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
2



利用者保護等の観点から事業譲渡・合併を進めるための環境整備

合併（吸収）の難しさ ⇒ 負の財産を全て請け負わなければならない

建物等、残余財産の取扱い ⇒ 国庫帰属は現実的ではない 地方公共団体も
加えるなど（終い方の整理）

仲介に関しては、基本的に行政の関与は必要

合併・事業譲渡は、評議員会の決議事項であるべき

合併・事業譲渡を進めやすくするために社会福祉法人連携推進法人制度を活用
できないか

①

②

③

④

⑤
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ソーシャルワーク機能の強化
「問題解決型」のさらなる実践、深化 ・ 「問題解決型」から「幸福追求型」へ ・ さらに行政が担う分野への参入

経営基盤の強化

多角化・多機能化（属性や世代を問わない包括的支援）

早期発見（経営課題への気づき）・効率化

連携・協働

事業譲渡・合併

地域 ー セーフティネットの役割を担い続けるために、地域共生社会の実現のために

■経営課題 － 「ソーシャルワーク機能の強化」と、
それを支える多角化・多機能化・効率化等による「経営基盤の強化」
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方策1 需要がある他の地域での事業展開

■需要が多くある地域で介護・保育・障害事業等を展開し、経営の安
定化を図る

■他地域においても社会福祉法人として使命・存在意義を模索する

方策2 他種別との複合型 (介護・保育・障害)

■地域の他の福祉ニーズに対応する

■多種別事業との複合で経営基盤の強化

■減少していく福祉ニーズにも可能な限り応え続ける

方策3 同種別や関連する事業の追加・展開

■小規模多機能・グループホーム・デイサービス等

■事業所内保育所・企業主導型・病児・病後児保育

■障害児通所支援事業・就労支援事業

方策4 公立施設の民間移管・指定管理者の受託

■自治体の民営化の方針に協力し、地域の福祉ニーズに応える

■移管を受けることにより、一法人複数施設のメリットを生かす

方策5 法人間連携

■法人間連携による経営の効率化及び質の向上を図る

方策6 他種別の社会福祉事業への転換

■現経営種別より撤退し、ニーズのある他の社会福祉事業に転換を
図る

■法人合併して、新設合併、または、吸収合併にて事業継続を図る

■他法人または行政へ事業譲渡する

方策8 収益事業の展開

方策9 連携推進法人化

方策7 法人の合併・事業譲渡または撤退

地域共生社会の実現のために － それを主導するために

セーフティネットの役割を担い続けるには — 「地域共生社会の実現をめざす」ための方策

過疎地や中山間地域、離島などの福祉サービスの確保をどのように考えるか

限られた担い手により、いかに多様化・複雑化する福祉ニーズに対し、包括的に対応（意識・知識・スキルが必要）していくか

経営課題 「ソーシャルワーク機能の強化」と、それを支える多角化・多機能化・効率化等による「経営基盤の強化」

■情報提供
■多角化・多機能化マッチング
相談窓口

事業再編等のための環境整備（多角化・多機能化、機能転換のための施設基準・補助制度の見直しや資格の共通化等）

①

②

③

④

⑤

⑥
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高齢期成人高校生中学生小学生育児
3～5

育児
0～2

産後出
産

妊
娠
期

妊
娠
前

⑤地域づくりに
向けた支援

④制度の狭間
にある課題に

対応する取組

③子育て支援
機能

②多種別事業
との複合等で
経営強化

①従来の保育
機能

保育所・認定こども園

延長・休日・夜間保育

病児病後児・医療的ケア児

学童保育

つどいの広場

伴奏型相談支援事業

誰でも通園制度

児童館

事業所内・企業主導型

障害児通所支援事業（児童発達支援事業・放課後等デイサービス事業）

生活介護事業

障害者就労支援事業

老人デイ

障害・高齢者グループホーム

学習支援

こども食堂

障害児・乳児・一時保育

課題を抱える妊産婦支援・就労支援

生活困窮者等就労支援

配食・見守り等孤立防止

ニーズ把握のためのカフェの運営・空きスペースを活用したサロン（居場所・出番）の運営・買い物支援・DWATへの参画

「ソーシャルワーク機能の強化」とそれを支える多角化・多機能化・効率化等による「経営基盤の強化」 例

小規模保育事業
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多角化・多機能化（属性や世代を問わない包括的支援）に取り組んだ効果

地域ニーズへの対応が拡充
既存サービスでは対応できないニーズ

包括的な支援体制の構築
断らない支援・「つなぎ」が可能に

専門性の向上
それぞれの事業のノウハウを共有することで意識と知識が向上

専門職資格の有効活用
看護師の活用・他の「就労支援」にも繋がるなど持てるスキル

を最大限に発揮

新規利用者の受け入れ
新たなニーズへの対応により新たな利用者との出会い

経営リスクを分散
制度や報酬の見直しへの備え

新たな福祉の仕事の魅力を発信
幼と老と障がいを持たれた方の日常的な関わりにより価値が生まれることを発信

人材採用へのプラス効果
募集人材の幅の拡充が採用の追い風に

新たな取組への挑戦で職場が活性化
組織風土への好影響

人材の定着、離職防止
多様な働き方、働く場の提供

「こども」にとっての価値
「こども」が主体として生活し、自己肯定感等、非認知能力（社会情動的スキル）を培う

「障害者」にとっての価値
「障害者」が主体として生活し、生きがいや喜びを感じながら自己肯定感を培う

「高齢者」にとっての価値
「高齢者」が主体として生活し、生きがいや喜びを感じながら自尊感情を保つ

複合型・共生型によって生まれる価値（ Diversity & Inclusion ）①
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8

社会福祉法人みかり会 事業の特色
創業：1952年5月1日 兵庫県南あわじ市・神戸市・西宮市 従業員数 613名

つぼみの子保育園
めばえの子保育園
西宮北口 こどもの園
幼保連携型認定こども園 高須の森

つぼみの子保育園病児ルーム（病児・病後児保育）
つぼみのひろば（子育て支援拠点事業）
高須の森保育園病児ルーム（病児・病後児保育）
森のこどもたち（小規模保育所・一時保育）
送迎ステーション森の駅

幼保連携型認定こども園 多夢の森
サテライト小規模保育事業多夢の森
幼保連携型認定こども園 夢の森
サテライト小規模保育事業夢の森
幼保連携型認定こども園 花の森
サテライト小規模保育事業花の森
幼保連携型認定こども園 心の森
障害児通所支援事業 心の森
幼保連携型認定こども園 上高丸
サテライト小規模保育事業上高丸
幼保連携型認定こども園 彩の森
神陵台児童館
千鳥が丘児童館・千鳥が丘学童保育コーナー
千代が丘学童保育コーナー・名谷学童保育コーナー
森のおいしいパン屋さん（障害者就労支援事業）
森のおうち（カフェ・クラフト等 障害者就労支援事業）
生活介護 花の森
多夢の森デイサービスセンター
小規模特別養護老人ホーム花の森

幼保連携型認定こども園 松帆南
松帆ハッピークラブ （学童保育）
幼保連携型認定こども園 松帆北
すくすく保育園 （事業所内保育事業）
特別養護老人ホーム「どんぐりの里」

どんぐりの里ショートステイ
どんぐりの里西淡デイサービスセンター
どんぐりの里在宅介護支援センター

幼老複合型 うぃず （松帆南分室との複合型）

子ども（保育）

障
害
者
（
障
害
福
祉）

高
齢
者
（
介
護
）

人と人との多様な
日常的な関わり

「こども」が主体として生活し、自己肯定感等、
非認知能力（社会情動的スキル）を培う

「
高
齢
者
」
が
主
体
と
し
て
生

活
し
、
生
き
が
い
や
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
自
尊
感
情
を
保
つ

「
障
害
者
」
が
主
体
と
し
て
生

活
し
、
生
き
が
い
や
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
自
己
肯
定
感
を
培
う

事業理念－共生社会の創造
Diversity & Inclusion

－ こども と 高齢者 と 障害者とのかかわり ー

こども園＋高齢者デイ＋障害者就労支援の共生型

こども園＋特養＋生活介護の共生型

－ こども と 障害児とのかかわり ー

こども園＋障害児通所支援（児発・放デイ）との複合型

－ こども と 高齢者 とのかかわり ー

こども園＋高齢者デイの複合型

①

②

③

④

⑤

⑥⑦

⑧

⑧
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「共生社会の創造」の価値

■子どもにとって：「こども」が主体として生活し、自己肯定感等、非認知能力（社会情動的スキル）を培う
■高齢者にとって：「高齢者」が主体として生活し、生きがいや喜びを感じながら自尊感情を保つ
■障害者にとって：「障害者」が主体として生活し、生きがいや喜びを感じながら自己肯定感を培う
■職員にとって ： 感性を豊かに総合的人間力を培う

地域共生社会の実現をめざす

9

①「こども」も加えた共生型施設と「ダイバーシティ&インクルージョン（D&I）」の実践を推進
する制度の構築

②介護、障害福祉、子育て支援等の各分野での処遇改善の対応における対象職種等と
法人裁量のさらなる拡大

③複数の資格を取得しやすくすることの検討（福祉人材の活用） 9



複数の資格を取得しやすくすることの検討

平成29年5月

④過疎地や中山間地域、離島などの福祉サービス

の確保をどのように考えるか

⑤人口減少社会のなか、限られた担い手により、

いかに多様化・複雑化する福祉ニーズに対応し

ていくか（包括的に対応できるように：意識と

知識とスキルが必要）

⑥地域共生社会の実現のために

介護福祉士
社会福祉士
精神保健福
祉士

保育士

①
②

③
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赤字になり始めた地域黒字で、ニーズの多い
地域

黒字で、当面ニーズが
見込まれる地域（事業）

赤字で、ニーズは少なく
なりつつある地域

最後まで地域の福祉を担う経営の継続性 ー 利用者保護（セーフティーネットの役割）
方策1 需要がある他の地域での事業展開例

繰り入れ
（補填）

赤字であるが、ニーズ
が“０”にならない地域

⑥社会福祉法人として、減少していく福祉ニーズにも可能な限り応え続ける

⑦需要が多くある地域で介護・保育・障害事業等を展開し、経営の安定化を図る

⑧課題；現在の報酬の仕組み（包括方式の経営実態調査ありき）でいつまでこのような方法で継続でき
るのか？ ー 根底から見直す必要がある

かろうじて黒字だが、報
酬改定により他の施設
への繰入も難しくなる

他の供給体
であれば

廃園（撤退）

①②③

④

⑤
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ソーシャルワーク機能の強化
「問題解決型」のさらなる実践、深化 ・ 「問題解決型」から「幸福追求型」へ ・ さらに行政が担う分野への参入

経営基盤の強化

多角化・多機能化（属性や世代を問わない包括的支援）

早期発見（経営課題への気づき）・効率化

連携・協働

事業譲渡・合併

地域 ー セーフティネットの役割を担い続けるために、地域共生社会の実現のために

■経営課題 － 「ソーシャルワーク機能の強化」と、
それを支える多角化・多機能化・効率化等による「経営基盤の強化」
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協働化・大規模化等による介護経営の改善に関する政策パッケージ
（令和5年度社会福祉推進事業 社会福祉法人の事業譲渡等のあり方に関する調査研究事業）

■情報提供 ④

全国大会・都道府県セ
ミナー・担当委員会（
研修会・成果物等）

■相談窓口の強化

⑤
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① 厚生労働省 令和2年度 社会福祉推進事業

■社会福祉法人の経営指導強化等に関する調査研究 事業報告書

早期発見・早期対応のための方策 －“手遅れ”によるセーフティネット崩壊につながらぬように

② 一次分析

一次分析では、右の9つの指標の課題の有無を

確認する（“９つの指標を共通語に”：兵庫県経営協）

④「分析用スコアカード」の活用 ⇐支援（ワンストップ窓口等）

③ 二次分析

二次分析では、一次分析で把握した課題をより

詳細に分析する

⑤兵庫県「社会福祉法人経営指導強化事業」３つの指標

② ③
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早期発見・早期対応のための方策 －“手遅れ”によるセーフティネット崩壊につながらぬように

①

②
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厚生労働省 令和2年度 社会福祉推進事業

■社会福祉法人の経営指導強化等に関する調査研究 事業報告書

早期発見・早期対応のための方策 －“手遅れ”によるセーフティネット崩壊につながらぬように

■ 一次分析

一次分析では、右の9つの指標の課題の有無を

確認する（“９つの指標を共通語に”：兵庫県経営協）

■「分析用スコアカード」の活用 ⇐支援（ワンストップ窓口等）

■ 二次分析

二次分析では、一次分析で把握した課題をより

詳細に分析する

①「経営協ドック」の活用

※兵庫県「社会福祉法人経営指導強化事業」３つの指標
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参考）全国社会福祉法人経営者協議会 経営分析・改善ツール 「経営協ドックの概要」

•
•

➊
➋

➌

•

•

•

•

•

①

②

③

④
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①他の支援として、都道府県の社会福祉協議会に
よる相談窓口や独立行政法人福祉医療機構による
経営サポートプログラムを活用

②また、事業再生を支援する株式会社地域経済活性
化支援機構は社会福祉法人も支援対象

厚生労働省 令和2年度 社会福祉推進事業

■社会福祉法人の経営指導強化等に関する調査研究 事業報告書

早期発見・早期対応のための方策 －“手遅れ”によるセーフティネット崩壊につながらぬように

■ 一次分析

一次分析では、右の9つの指標の課題の有無を

確認する（“９つの指標を共通語に”：兵庫県経営協）

■「分析用スコアカード」の活用 ⇐支援（ワンストップ窓口等）

■ 二次分析

二次分析では、一次分析で把握した課題をより

詳細に分析する

■「経営協ドック」の活用

③各都道府県経営協と専門家組織（公認会計士協
会等）との連携による支援 18



早期発見・早期対応のための方策 －“手遅れ”によるセーフティネット崩壊につながらぬように

①
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